
秋以降、湿度不足から生育が悪くな

ったり、葉が変色、枯死することがあ

るので注意が必要です。

特に冬は乾燥するので、時おり葉面

に霧を噴いてやります。

期の５～６月に適用のある薬剤を散布して駆除します。アブラムシやハダニについても同様に、植物

・害虫それぞれに適用がある薬剤を使用します。ハダニは発生初期であれば葉水で減らすことができま

す。病気は褐斑病、炭そ病などがよく発生するので、それぞれに適用のある薬剤を散布して防除してく

ださい。

成虫の場合殺虫剤の効果がほとんどないので、

アローカシア、アンスリューム、アグラオネマ、ディフェ
ンバキア、カラジューム、カラテア、クロトン、セントポ
ーリア、ウツボカズラ、アラリア、コーヒーノキ、エピス
シア、フィットニア、アカリファ



ディフェンバキア等
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